


































































―台北・香港・上海市・北京市の調査から                                                                        


















































































中＋英 17 90% 20 100%
中＋日＋韓＋英 1 5% 0







































（それぞれ 12.7 ポイント、2.7 ポイント減）、アルファ
ベットとカタカナが増えた（それぞれ 13.9 ポイント、






くカタカナが使われている看板は 3 件減った（5.3 ポ
図 1　台北桃園国際空港にて（2012 年 8 月 23 日）
図 2　台北桃園国際空港（2012 年 8 月 23 日）
図 3　台北地下鉄にて（2012 年 8 月 20 日）










































































　 香 港 の 中 環 商 業 地 域 の デ ー タ は、 地 下 鉄 中 環
駅（Central）から上環駅（Sheung Wan）の間の２本

































漢字 96 86.50% 10 16.10%
Alphabet 76 68.50% 61 98.40%
ひらがな 2 1.80% 1 1.60%





























　8 月 27 日～ 8 月 31 日上海での調査は、中心部にあ
る「新天地（XinTianDi）」、商業地域徐家汇（XuJiaHui）







図 8　香港蘭桂坊にて（2012 年 8 月 25 日）
文字種
漢字 37 32.70% 0 0
Alphabet 17 15.00% 51 82.30%
一種合計 54 47.80% 51 82.30%
漢字＋A 55 48.70% 8 12.90%
二種合計 55 48.70% 8 12.90%
漢字＋A＋ひらがな 2 1.80% 1 1.60%
漢字＋A＋カタカナ 2 1.80% 1 1.60%




図 9　南京通りに繋がる横町（2012 年 8 月 29 日）

































漢字（簡体字） 55 47.80% 46 88.50% 147 96.10% 71 75.50%
漢字（繁体字） 10 8.70% 2 3.80% 6 3.90% 18 19.10%
Alphabet 104 90.40% 39 75.00% 54 35.30% 54 57.40%
ひらがな 1 0.90% 0 0.00% 1 0.70% 1 1.10%
カタカナ 0 0.00% 0 0.00% 2 1.30% 0 0.00%
韓国語表記 0 0.00% 0 0.00% 1 0.70% 0 0.00%
看板件数 115 52 153 94




漢字（簡体字） 7 6.10% 12 23.10% 95 62.10% 29 30.90%
漢字（繁体字） 3 2.60% 1 1.90% 4 2.60% 11 11.70%
Alphabet 50 43.50% 4 7.70% 0 0.00% 5 5.30%
ひらがな 0 0.00% 0 0.00% 0 0.00% 0 0.00%
カタカナ 0 0.00% 0 0.00% 0 0.00% 0 0.00%
一種合計 60 52.20% 17 32.70% 99 64.70% 45 47.90%
漢（簡）＋A 48 41.70% 34 65.40% 49 32.00% 41 43.60%
漢（繁）＋A 4 3.50% 1 1.90% 2 1.30% 7 7.40%
漢＋カ 1 0.90% 0 0.00% 2 1.30% 0 0.00%
二種合計 53 46.10% 35 67.30% 53 34.60% 48 51.10%
漢（繁）＋A＋ひ 2 1.70% 0 0.00% 1 0.70% 1 1.10%
三種合計 2 1.70% 0 0.00% 1 0.70% 1 1.10%
合計 115 52 153 94







































































































































































































2) 赤色の円に斜めに赤い線が 1 本はいったものや、2 本入った
ものが「禁止マーク」と呼ぶことにする。
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